ら 光り輝く ように 企てた のでした。 家 を 出て、 学校へ 

行く 途々 も、 こっそり 両腕 を 前方へ 差し出し、 賞品 を 

もらう 真似 をして、 シャツの 袖が、 あま リ多 くもなく 

少 くもなく、 ちょうど いい 工合い に 出る かどう か、 な 

ん どもなん ども 下検分して みるので した。 

誰に も 知られぬ、 このような 侘びし いおし やれ は、 

年 一年と 工夫に 富み、 村の 小学校 を 卒業して 馬車に ゆ 

られ 汽車に 乗り 十 里 はなれた 県^所在地の 小 都会へ、 

中学校の 入学試験 を 受ける ために 出掛けた ときの、 そ 

のとき の 少年の 服装 は、 あわれに 珍妙な もので ありま 

した。 白い フランネルの シャツ は、 よっぽど 気に入つ 



一枚の マント は プリンス. ォヴ. ウェルスの、 海 軍将 

校と しての あの 御 姿 を 美しい と 思って、 あれ をお 手本 

にして 造らせました。 ところどころに 少年の 独創 も 加 

味され ていました。 第一 に、 襟です。 大きい 広い 襟で 

した。 どういう わけ か 広い 襟 を 好んだ ようです。 その 

襟に は 黒の ピロ ォドを 張りました。 胸 は ダブルの、 金 

ボタン を 七つず つ、 きっちり 並べて 附 けました。 ボタ 

ンの 列の 終った ところで、 きゅっと 細く 胴 を 締めて、 

すそ 

それから 裾が、 ぱっと ひらいて 短く、 そこの リズムが 

至極 軽妙 を 必要と する ので、 洋服屋に 三度 も 縫い直し 

を 命じました。 袖 も 細めに、 袖口に は、 小さい 金 ボタ 



おまわり さんかと 思った、 と 他意な く 驚く 友人 も あり 

ました。 北方の 海軍 士官 は、 情無く 思いました。 やが 

て、 その 外套 を 止しました。 さらに 一 枚、 造りました- 

こんど は、 黒の ラシ ャ地を 敬遠して、 コバルト 色の セ 

ル地を 選び、 それでもって 再び 海軍 士官の 外套 を 試み 

けんこんい つ てき 

ました。 乾坤一擲の 意気で ありました。 襟 は、 ぐっと 

き や し や 

小さく、 全体 を 更に 細めに 華奢に、 胴の くびれ は 痛い 

ほど、 きゅっと 締めて、 その 外套 を 着る ときには、 少 

年 は ひそかに シャツ を 一 枚 脱がなければ ならなかった 

のでした。 この 外套に 対して は、 誰もなん とも 言い ま 

せんでした。 友人た ち も 笑わず、 ただ、 へんに 真面目 



やはり 派手な 格子縞の ハ ン チン グ など、 かぶりたがる 

のではないでしょう か。 外面の 瀟洒と 典雅 だけ を 現世 

の 唯一 の 「いのち」 として、 ひそかに 信仰し つづける 

のではないでしょう か。 昨年、 彼が 借 衣まで して 恋人 

に 逢いに 行った という、 そのと きの 彼の 自嘲の 川柳 

を 二つ 三つ 左記して、 この 恐るべき お洒落 童子の、 ほ 

んの あらまし の 短い 紹介 文 を 結ぶ ことに 致しましょう。 

おち-つど 

落人の 借 衣す ずしく 似合いけ り。 この 柄 は、 このごろ 

流行と 借 衣 言い。 その 袖 を 放せと 借 衣 あわてけ リ。 借 

衣 すれば、 人み な 借 衣に 見 ゆる 哉。 味わう と、 あわれ 

な 狂句です。 
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